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はじめに

前回の課題

英語版 wikipediaの word2vecトレーニング済みデータの読み込みで
のエラーが解決できなかった

課題

ラズベリーパイ側のセンサーやカメラなどのデータを PCに送信す
るファイルが、3か月前にファイルを受け継いだ時のデータに勝手
に書き換えられていた。
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進捗

解決

3か月前のラズベリーパイのデータは生体データの取得、送信だけ
だったので 5秒ごとにカメラで画像取得、画像認識 APIを通してテ
キストの取得、生体データと合わせて PCに送信の部分をなんとか
元に戻した。（なんで、データが書き換わったのか結局原因不明。）
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進捗

未解決

wikipediaのモデルの読み込みエラーは解決できたが、もっていた英
語 wikipediaのモデル（Nordic Language Processing Laboratoryか
ら）では前処理として、単語とセットで PoS-taggedという品詞のタ
グがつけられているので実行するときに単語に品詞の区別をしてか
ら実行しないといけない。
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進捗

未解決

次に、小野田さんからもらった英語 Googlenewsからのモデルでやっ
てみたが、ValueError: array is too big; ‘arr.size * arr.dtype.itemsize‘
is larger than the maximum possible size.というエラーが出た。（調
べたらメモリ不足が原因のエラー）
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進捗

未解決

麻生さんと相談して自分でモデルを作ることにしましたが、
wikipediaの圧縮ファイルが重すぎて解凍できない。
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進捗

未解決

他の wikipediaのモデルも探していて、新しく見つけたモデルで実
行してみたがボキャブラリーが少なくて使い物にならない。
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おわりに

まとめ

1 今回のようにデータが消えたりすることもあるのでラズベリー
パイのファイルも含めて全部のデータをバックアップした。

2 他の word2vecのモデルを探したり作ろうとしたりしたがどれ
もうまくいかない

今後の課題

1 中間発表までに時間がないので今のところ唯一できている POS
タグ付きのモデルで品詞の区別の処理をしてベクトル化をする
か検討する。

8/8


	‡Í‡¶‡ß‡É
	’i™»
	‡¨‡í‡è‡É

